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第1687回例会記録　平成25年8月27日（火）  8/46回

＜点鐘＞　� 小塚会長
＜ソング＞　奉仕の理想
＜お客様ご紹介＞　� 小塚会長
第3グループガバナー補佐　片寄優子様
「本日は百合丘RCで、クラブ協議会をさせていただ
きます。とても楽しみにしてまいりました。よろし
くお願いいたします」。

＜会長報告＞　� 小塚会長
1.�米山月間（10月）の活動について
米山奨学を受けたメンバーでラオスから来たノン
バット君に卓話を依頼しています。
2.�ロータリーソング募集のご案内

＜幹事報告＞　� 中村幹事
＊例会変更　川崎高津RC
＊クラブ計画報告書着　川崎宮前RC
＊その他
・9月のロータリー為替レート　$1＝¥100
・横浜東ローターアクトクラブ例会のご案内
　8/29（木）19：30〜20：50��横話健康福祉総合センター
　9/3（火）19：30〜21：00��ホテルキャメロットジャパン
・本日のクラブ協議会は8階です。

＜ニコニコ委員会＞　� 鈴木清委員
　第3グループガバナー補佐　片寄優子様→「本日は
名門百合丘RCの皆様のクラブ協議会に出席するこ
とができ、心から感謝いたします。よろしくお願い
いたします」。当クラブより、小塚会長→「片寄ガバ
ナー補佐、ようこそ。本日は『防災の日』にちなんで、

大規模災害に備えた取り組みについて、気合を入れ
てお話をさせていただきます。後ほどのクラブ協議
会、ご指導よろしくお願いいたします」。中村幹事
→「片寄ガバナー補佐、ようこそいらっしゃいまし
た。本日のクラブ協議会、よろしくお願いいたしま
す」。大矢会員→「9月1日から院展が始まります。弟
が受賞、四男の夏目が入選いたしました」。関山会
員→「片寄ガバナー補佐、ようこそ百合丘RCに!!」。
親松会員→「今日は僕の41回目の誕生日です。これ
からもよろしくお願いいたします」。以下、感謝を
こめてニコニコへ。阿久澤会員、安藤亨会員、安藤
志子会員、井上久会員、井上勇会員、鴨志田会員、
粕川会員、北島会員、小島会員、内藤会員、中島健
児会員、中島眞一会員、尾崎会員、嶋会員、白井会
員、鈴木文夫会員、玉井会員、靍丸会員、碓井会員、
渡邊会員、山口福枝会員、吉田会員、結城会員、鈴
木清会員。

＜出席委員会＞　� 安藤志子委員長

＜ロータリー財団＞　� 白井委員
　鈴木文夫会員→「本日、妻のバースデイです。お
花が届くそうです。ありがとうございます」。親松
会員→「おかげさまで、RCに入会させていただきま
した。今後とも、よろしくお願いいたします」。

※諸事情により、スケジュールは変更になる場合があります。

第1689回	  9 月10日	 ガバナー公式訪問

第1690回	  9 月17日	 委員会報告④　職業奉仕・R財団の各委員長

第1691回	 10月 1 日	 招聘卓話②　米山関係者	
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会員 出席 欠席 メーク

第1687回	 39	 31	 8	 	 79.49%
第1686回	 39	 32	 7	 0	 82.05%

出席率



＜ニコニコ・財団・米山委員会＞

＜会長卓話＞　� 小塚会長
■大規模災害に備えて
本日の「大規模災害に備えて」は長年の私のテーマ
です。本日の卓話を通じて、百合丘RCでもなにかで
きることはないか、ということを皆さまに考えてい
ただく機会になればと思いお話させていただきます。
県主導で大規模災害に対し、みんなで備える施策
として「かながわシェイクアウト～いっせい防災行
動訓練～」のパンフレットがございます。これは事
業体・家庭で災害に向けてその気になって訓練を実
施しようというものです。防災に向けて新しく第一
歩を踏み出した非常にいい運動が始まったと思いま
す。卓話の資料として入れさせていただきました。
関東大震災を踏まえて9月1日は防災の日です。関
東大震災70年説というものもあります。未だおきて
はいませんが、日ごろから、いつくるか分からない
ものに対して、心構え・準備しておくのが大事です。
しかし、一体何を準備すればよいのでしょうか。そ
れは東日本大震災の経験を通じて思いつく事を、バ
ージョンアップしていくことに尽きるのではないで
しょうか。県や市に委ねるのも大事なことかもしれ
ませんが、やはり「わが身はわが身で守る」ことが大
原則になります。世の中の考え方もだいぶ変わって
きていますし、それに伴い様々な取組みが必要にな
ります。
今回このテーマで卓話をしようと思ったのは、25
年前に病院の企画設計時に「災害医療はどうあるべ
きか」という分野でかかわったことに起因します。
当時、日本では「トリアージ（選別医療）などはもっ
ての他」という風潮があり、ドクターヘリは夢のま
た夢、というくらいに遅れていました。近年では、
ドラマでも取り上げられるようになったくらいに、
この分野も進んできました。しかし、それでも実際
に災害が起こるとまだまだ色々不足していると実感
します。その経験から生徒を預かる身として、こう
いった場合どうしたらよいか、に早くから取組んで
まいりました。その中で学校としては市と一時避難
場所として協定を結びました。3･11が起きた事で
県・市・地区、全ての住民で取組むということがよう
やく進んできた気がします。
東日本大震災の日、学校では大混乱が起きました。

いわゆる帰宅困難です。2つの幼稚園は別々の行動
になり、小学校においては保護者が深夜まで迎えに
来たり、中高においては、安否情報をメールで配信
し、個人の選択に任せました。中高はもともと災害
の際の手続きを話していたことと、安否情報が功を
奏しました。
在学時に災害が起きた時は、学校にいることが大
切だと思います。そのためにはきちんと滞留できる
備蓄をしなければならないことを痛感しました。生
徒だけでなく周辺住民にも対応できるように4,000
人分を備える災害備蓄倉庫を施工しました。
具体的に桐光学園の取組みをご紹介します。日本
の法律は地震が予知できるということを前提にでき
ています。しかしそれは不可能だと思います。そこ
で当校では「自分の身は、自分で判断して自分で守り
なさい」を基本に　●学校は安全に作っているので、
在校中は学校にステイしなさい　●登下校中は各自
で判断しなさい　●家ではそれぞれ家で考えましょ
う　とこの3つをアナウンスしています。
幼稚園は保護者の判断ですが、保護者の方には無
理をして迎えに来ないようにと度々伝えています
し、小学校は個人で判断できるように、集団で動け
るように細かく教員の動きを規定しています。中高
では、自分の安全が確保された際には、救助する立
場として活動できることを想定して規定を作ってお
ります。個人レベルでも災害時にどうするのかの整
理をするべきだと思います。様々な災害を想定して、
できれば文書にして家庭や企業体でも準備すること
を提案します。
救急救命士の講習に代わる活動がロータリーとし
てなにかできるのではないかと思います。皆様それ
ぞれその道のエキスパートですので、大規模災害時
にそれぞれの職を生か
した行動を考えていけ
ればと思います。緊急
時には人とのつながり
で何かができるはずで
す。是非広域災害を想
定した備えを考えてい
きましょう。

＜クラブ協議会＞
　第3グループガバナー補佐片寄優子様にご参加い
ただき、8階の会場でクラブ協議会が行われました。

本日のプログラム

今回

ニコニコ
財団
ベネファクター
米山

	 30件	 38,000円	 210件	 235,827円
	 2件	 22,000円	 9件	 106	,000円
	 0件	 0円	 0件	 0円
	 0件	 0円	 2件	 25,000円

累計


